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八

代

義

定

識

調
査
腸
託

れ
ら
の

精
密
な
る

報
文
は

別
冊
に
ま
と
め
ろ
つ

も
り
で
あ
る
。

本
文
は
謳
島
縣
下
に
於
け
る

古
墳
分
布
の
朕
態
に
闊
す
る

観
察
の
記
録
で
あ
る、
兼
て

古
墳

分
布
の
朕
態
の
指
示
す
る
上

代
に
於
け
る
地
方
薇
逹
の

相
に

到
す
る

観
察
の
記
録
で
あ
る．
故

に

本
文
は「
禍
島
縣
古
墳
分
布
岡
説
明
書」
と
い
ふ
も
可．
ま
た「
禍
島
縣
古
墳
時
代
人
文
地
理
小
観」

と
い
ふ
も
妨
げ
な
し‘
而
し
て

個
々
の
古
墳
の

形
態
内
構
乃
至
副
葬
品
の
記
載
は

除
外
し
た。
こ

全
縣
に
一
旦
る

店
墳
調
査
の
開
始
に
際
し
指
導
提
捌
の
勢
を
執
ら
れ
た
る
小
此
木
忠
七
郎
氏喩

並
び
に
調
査
遂
行
の

賓
務
に
封
す
る
縣
官
各
位
の
同
情
と‘
縣
民
諸
君
の

後
援
に

特
に
戚
謝
の

意
を
表
す
る
。
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我
國
先
史
時
代
末
期
の
製
作
燒
成
に
か
A
る
も
の
と
見
ら
れ
得
る
士
器
の
底
面
に．
稲
賓
の

限
痕
を
有
す
る
も
の
隣
縣
宮
城
に
在
b
lf
宮
城
郡
多
賀
城
村
大
字
桝
形
園
貝
塚・
人
類
學
雑
誌

四
十
巻
第
五
鵠
山
内
氏
所
報
11
ま
た
本
縣
河
沼
郡
八
幡
村
の
遺
蹟
に
土
器
の
燒
成
に
籾
殻
を

使
用
し
た
こ
と
を
示
す
遺
物
が
あ
る`
さ
れ
ば
栢
賓
郎
ち
米
は
我
國
に
在
り
て
先
史
時
代
の
末

史
時
代
の
末
期
よ
り
徐
々
と
し
て
殻
物
栽
植
の
農
業
期
に
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
て、
世
の
所
謂

新
来
の
大
和
民
族
に
よ
っ
て
の
み
此
地
の
農
業
期
が
開
始
さ
れ
た
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
が

出
求
ぬ•
そ
れ
は
以
上
の
遺
物
の
出
土
地
が‘
禰
生
式
の
先
行
遺
蹟
に
所
属
す
る
か
ら
で
あ
る。

既
に
耕
作
の
利
を
知
っ
た
上
代
の
民
族
は．
そ
の
耕
作
地
域
を
耕
作
利
用
に
最
善
の
條
件
を

具
備
す
る
方
面
に
求
む
る
に
至
っ
た、
本
縣
に
在
り
て
は
阿
武
隈
山
地
に
水
源
を
置
き
東
流
す

期
の
住
民
に
は
そ
の
食
料
の
一
部
分
と
し
て
利
用
さ
れ
た
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る‘
而
し
て
先

第ヽ

章

線

、説

幅
島
縣
に
於
け
る
古
填
分
布
の
状
態



れ
ぞ
れ
の
地
域
を
観
察
し
た。

し
む
る
諸
般
の
施
股
と、
生
産
方
法
の
進
歩
と
交
通
の
痰
逹
と
に
よ
っ
て
一

層
の
繁
榮
を
見
た、

る
鮫
川
以
北
の
各
河
川
の
沖
稜
層
地
帯
を
中
心
と
し
て
随
所
に
彼
等
の
集
園
が
螢
ま
れ、
ま
た

縣
の
中
央
部
を
貫
流
し
て
北
進
す
る
阿
武
隈
川
の
本
支
流．
會
津
高
原
を
西
走
し
て
日
本
海
に

入
る
阿
賀
川
の
本
支
流
の
各
所
に
彼
等
の
農
業
生
活
の
基
礎
が
形
造
ら
れ
た
の
は
嘗
殊
"']
で
あ，〗
A，’J,

ら
う．
こ
れ
ら
の
民
居
の
大
小
集
園
の
蹄
結
が
古
史
上
所
怖
の「
國」
で
あ
っ
て
下
つ
て
は
奈
良
譴}

以
降
の
行
政
鹿
割
名
た
る
和
名
抄
の
各「
郡」「
郷」
の
基
礎
を
形
成
し
た
の
で
あ
る。

此
時
代
の
海
岸
方
面
の
士
地
の
利
用
郎
ち
自
然
人
文
の
接
鯛
線
は
丘
陵
を
負
へ
る
海
抜
四勺

十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
域
で
あ
b、
中
央
部
に
在
つ
て
は
海
抜
五
十
メ
ー
ト
JV

以
上
三
百
四
十

メ
ー
ト
ル
以
下
の
地
域
で
あ
b`
會
津
盆
地
に
於
て
は
海
抜
――
百
メ
ー
ト
ル
以
上
二
百
八
十
メ

ー
ト
ル
以
下
の
地
域
で
あ
る
が
く
し
て
随
所
に
衆
落
は
成
b
自
然
と
人
文
と
の
接
獨
は
先
史

時
代
に
比
し
て
著
し
く
濃
厚
と
な
b
活
澄
と
な
っ

戻
而
し
て
衆
落
は
そ
の
内
容
を
豊
富
な
ら

さ
b
な
が
ら
此
時
代
の
地
方
は
文
字
記
録
の
上
に
成
立
の
姿
を
見
せ
て
居
ら
ぬ
ご
れ
郎
ち
原

史
時
代
の
名
の
よ
っ
て
起
る
所
以
で
あ
る、
文
字
記
録
に
よ
っ
て
此
時
代
を
紐
る
こ
と
が
出
来

ス

ガ

ク

ぬ
是
非
共
そ
の
遺
蹟
逍
物
に
よ
っ
て
此
時
代
の
相
を
把
握
せ
ね
ば
な
ら
ぬ‘
此
時
代
の
民
族
は

死
者
の
為
に
特
殊
の
墳
塚
を
管
み
つ
A
あ
っ
た、
一
つ
は
封
士
を
置
け
る
圃
形
墳、
そ
の
圃
形
墳

は
ま
た
種
々
に
襲
化
し
て
瓢
形
墳
方
形
墳
等
と
な
っ
た、一
つ
は
自
然
の
地
形
断
崖
面
を
利
用

せ
る
横
穴
墳
で
あ
る、
こ
れ
ら
の
墳
塚
の
螢
造
が
此
時
代
の
特
式
で
あ
る
が
故
に
原
史
時
代．
ま

た
古
墳
時
代
0
名
の
あ
る
所
以
で
あ
る、
各
種
各
様
の
墳
塚
が
築
造
さ
れ
た
と
い
ひ
そ
れ
に
伴

随
せ
る
棺
榔
共
他
の
副
葬
品
に
通
有
の
方
式
あ
れ
ば
後
代
の
そ
れ
と
は
お
の
づ
か
ら
謳
分
さ

る
べ
き
も
の
で
あ
る‘
此
時
代
の
服
飾
住
居
の
状
態
を
始
め
と
し
文
化
の
す
べ
て
は
古
墳
と
古

墳
闘
係
の
逍
物
の
上
に
反
影
し
て
居
る、
ま
た
こ
の
時
代
は
上
記
の
如
く
地
方
産
業
史
郎
ち
農

業

鬼
工
業

臭
士
木
史‘
交
通
史‘
或
は
政
治
史‘
純
清
史
等
あ
ら
ゆ
る
文
化
史
の
基
礎
を
翠
固
に
し

た
時
代
で
あ
っ

て
地
方
的
に、
此
時
代
を
明
白
な
ら
し
む
る
こ
と
は
我
國
の
現
状
に
於
て
特
に

重
大
な
る
意
味
を
有
す
る。

古
墳
の
如只
敷
は
そ
の
時
代
に
於
け
る
民
居
の
密
度
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る、
古
墳
の
歳
月

親
過
の
間
に
於
け
る
破
壊
率
は
1
1

開
墾
其
他
に
よ
る

11

全
縣
を
通
じ
て
同
一

程
度
と
見
て
古

墳
の
現
存
宜
敷
を
以
て
そ
の
時
代
に
於
け
る
そ
の
地
域
の
開
俊
の
。^

P

メ
ー
ク
ー
と
し
て
そ



五

を
察
し
得
る．
更
に
北
に
進
め
ぱ
夏
井
川
の
流
域
で
あ
る．
藤
原
川
と
夏
井
川
と
の
河
口
の
間
海

繹
に
証
き
所
に
存
す
る
古
墳
を
畢
ぐ
れ
ば
江
名
町
大
字
下
紳
白
字
武
城
の
横
穴
墳
群
字
千
速，‘‘"

墳
同
村
大
字
岩
手
園
墳
鹿
島
村
大
字
御
代
字
合
曹
子
ニ
ヶ
所
の
横
穴
墳
群‘
字
九
反
田
及
字
柿

ハ

チ

ゴ

ゥ

境
の
横
穴
墳
群．
同
村
大
字
航
戸
字
八
合
横
穴
墳
群．
同
村
大
字
久
保
字
大
玉
横
穴
墳
群．
同
村
大

字
下
矢
田
大
字
上
矢
田
字
小
田
小
路
圃
墳、
等
は
藤
原
川
の
東
方
に
存
す
る．
川
の
下
流
に
は
泉

ク

ナ
ベ

ス

カ

と
ル

村
大
字
下
川
字
畑
中
闘
墳
字．
須
賀
蛭
の
横
穴
墳
群．
支
流
釜
戸
川
流
域
に
は
渡
邊
村
大
字
田
部

字
天
紳
前
横
穴
墳
群
が
あ
る．
こ
れ
ら
古
墳
の
密
集
に
よ
っ
て
常
代
に
於
け
る
此
地
域
の
開
登

大
原
よ
り
大
字
相
子
島
に
績
く
横
穴
墳
群．
同
村
大
字
林
城
字
塚
前
墳
趾．
同
村
大
字
金
成
横
穴

墳
等
は
川
の
西
方
に
位
しギ
玉
川
村
大
字
岡
小
名
字
君
ヶ
塚
圃
墳
べ子
水
押
横
穴
墳
群．
同
村
大
字

横
穴
墳
蕩
本
町
字
辰
ノ

口
岐
閏
國、
の
痰
逹
を
示
悛
し、
下
つ
て
は
和
名
抄
所
戴
の
酒
井．
河
邊．
大
野、
山
田．
餘
等
奈
良
朝
以

後
の
五
郷
の
払
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る‘
越
え
て
藤
原
川
の
流
域
を
見
れ
ば
古
墳
は
同
河
と
矢

田
川
の
合
流
地
黙
に
密
集
し
て
居
る.
石
城
郡
玉
川
村
大
字
南
富
岡
字
入
八
郷
圃
墳
及
び
字
異

チ

ウ

ク

石
の
横
穴
墳
群‘
磐
崎
村
大
字
長
孫
の
横
穴
墳
群
面？
村
大
字
西
郷
字
忠
多
の
邸
墳
及
字
岩
崎
の

＊

ウ
キ

フ

ナ

テ

ロ
横
穴
墳
両
町
大
字
闘
船
字
諄
作
横
穴
と
磐
崎
村
大
字
下
銀
尾
横
穴

9

海

岸

帯

古

墳

阿
武
隈
山
地
を
削
剥
流
下
し
た
土
砂
の
類
が
東
部
海
底
に
堆
稜
し
そ
れー
に

L

火
山
事
髪
の
加

は
る
お
り`
そ
の
噴
出
物
を
交
へ
た
水
生
層
が．
第
三
紀
に
於
け
る
阿
武
隈
山
地
の
隆
起
に
伴
隧

し
て｀
海
面
上
に
出
現
し
た
海
岸
平
野
が
部
ち
磐
城
海
岸
第
三
紀
思
で
あ
る‘
隆
起
上
昇
に
よ
っ

て
若
返
っ
た
阿
武
隈
山
地
部
の
各
河
川
が、
そ
の
先
天
流
向
に
よ
っ
て
新
生
平
野
を
支
配
し
幾

多
の
横
谷
を
刻
み、
そ
れ
に
断
層
と
湘
蝕
の
加
は
る
あ
り
て
東
西
に
長
き
低
地
浦
潟
を
生
じ
た．

そ
の
低
地
浸
水
部
が
ボ
斯
に
進
む
士
地
隆
起
作
用
と
河
成
海
成
の
沖
積
作
用
の
共
働
に
よ
っ

.
n
"’

.
 

て
平
原
化
し
今
日
の
地
形
を
成
立
せ
し
め
た
の
で
あ
る。

梅
岸
帯
の
古
墳
は
石
城
郡
勿
末
町

べ
く
両
所
を
北
東
一．
里
を
隔
て
A
同

セ
キ

ク．

大
字
闊
田
字
闘
山
横
穴
墳
を
以
つ
て
そ
の
南
限
と
な
す

町
大
字
白
米
字
酒
井
原
の
闘
墳
群
が
あ
る、
錦
村
大
字
中
田
七
曜
塚
圃
墳
群、
同
村
大
字
江
栗
の

横
穴
墳
同
村
大
字
長
子
の
横
穴
墳
は
植
田
町
大
字
後
田
圃
墳
及
び
大
字
仁
井
田
前
方
後
闘
墳

と
鮫
川
を
中
心
に
し
て
南
北
相
呼
應
し
て
居
空
海
岸
に
近
き
植
田
町
大
字
佐
糠。
東
田．
岩
間
の＇

各
所
に
園
墳
群
及
び
横
穴
墳
群
が
あ
る、
そ
れ
ら
の
古
墳
の
密
布
は
●
代
の「
逍
奥
菊
多」
の
園「
道

第
二

章

四
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村
大
字
中
山
字
下
ノ
内
ぶ子
宮
下．
字
柿
ノ
目
ぶ子
柳
町．
字
諏
訪
下
等
の
横
穴
墳
群、
大
ふず
南．
白
士
字

大
作
及
び
大
字
谷
川
瀬
字
堂
ノ
入
横
穴
墳
群‘
夏
井
村
大
字
菅
波
の
横
穴
墳
群
等
で
あ
る．
此
丘

陵
の
南
側
の
飯
野
村
大
字
下
荒
川
字
五
里
内
に
闘
墳
あ
bぶ
そ
の
北
側
に
存
す
る
夏
井
村
大
字

荒
田
目
字
甲
塚
圃
墳
は
夏
井
川
の
畔
b
に
威
容
を
示
し
て
居
る百
夏
井
川
の
上
流
に
は
平
町
松

ヶ
岡
公
園
下
の
横
穴
墳
平
窪
村
大
字
上
平
窪
横
山
奎
酢
釜
壺
の
圃
墳
群`
同
村
大
字
平
窪
石
森f

山
下
の
横
穴
墳
群
が
あ
b、
そ
の
支
流
好
間
川
の
流
域
に
は
好
間
村
大
字
北
好
間
字
上
野
の
闘

猿群
及
び
横
穴
墳
大
字
小
谷
作
の
横
穴
墳
が
あ
るず
支
流
新
川
の
奥
に
は
内
郷
村
大
字
高
坂
字

ウ
チ

謳
蒻
墳
趾
が
あ
b
大
字
内
町
の
横
穴
墳
が
あ
る
夏
井
川
の
北
方
仁
井
田
川
と
の
間
に
は
草
野

一・

チ

タ

キ
ク

カ
ベ

ヤ

着
大
宇
馬
目
字
町，
田
の
圃
墳
趾
字
作
ノ
内
横
穴
墳、
大
字
北
紳
谷
字
御
代
作
の
墳
趾
字
吉
野
作

穴
墳
等
が
あ
る、
此
前
方
に
飯
野‘
夏
井
の
一＿
村
を
抱
擁
し
て
海
岸
に
突
出
す
る
縦
灰
迅心
の
周
園

三
里
の
丘
陵
を
見
る．
千
五
穴
の
里
稲
の
存
す
る
所．
丘
陵
の
各
所
に
横
穴
墳
群
を
存
す
る．
飯
野 ク

カ

の
園
墳
群、
同
町
大
字
永
綺
の
横
穴
墳‘
豊
間
村
大
字
豊
間
の
横
穴
墳、
同
村
大
字
沼
ノ
内
馴
墳．
高

カ

ワ

ク

久
村
大
字
紳
谷
作
字
細
谷
の
闘
墳
趾
ぶ子
腰
巻
の
横
穴
墳
群面
同
村
大
字
下
高
久
字
川
和
久、
の
闘

�

、

ウシコロ．、シ

カ
／リ

墳
群
及
横
穴
墳
字
牛
韓
の
闘
墳
飯
野
村
大
字
上
高
久
字
紳
下
の
横
穴
墳
両
村
大
字
小
泉
の
横

.... . 
, fit古有封

穴墳ス士（城石）
墳 ルヲ

岡 布 分 墳 古 域 流 JI I 原 藤



九

墳
群
が
あ
る、
大
字
吉
名
字
漆
原
の
横
穴
墳
は
石
窟
佛
と
聯
結
し
て
居
る、
大
甕
村
大
字
大
甕
字

間
丘
陵
の
東
方
は
井
田
川
浦
を
挟
む‘
浦
に
近
ぐ
相
馬
郡
揺
浦封
村
大
字
浦
昆
応子
壺
ノ
上
墳
趾，
大

字
耳
谷
字
山
澤
横`
穴
墳
群
が
あ
b、
同
村
大
字
耳
谷
大
字
揺
岡、
大
字
泉
澤
共
に
横
穴
墳
群`
を
有

す
る
が
高
川
の
河
口
に
近
く
小
高
町
大
字
塚
原
字
訪
諏
の
原
圃
墳
群玉
字
日
向
字
堂
林
の
横
穴

井
の
鎧
塚
闘
墳
が
あ
る
語
戸
濱
附
近
大
字
詰
戸
横
穴
墳
群
は
前
記
の
長
塚
丘
陵
の
東
北
端
に

シ

メ

ハ

位
置
す
る、
上
代
の「
染

狙
の
國
の
中
心
は
此
地
域
と
見
て
差
支
あ
る
ま
い。
浪
江
ど，
小
高
と
の
中

の
横
穴
墳
群
が
あ
る．
仁
井
田
川
の
流
域
に
は
大
野
村
大
字
玉
山
七
曜
塚
圃
墳
群
字
南
作
の
横

穴
墳
群．
大
字
山
田
小
湊．
及
大
字
戸
田
横
穴
墳
群．
大
浦
村
大
字
上
仁
井
田
字
岸
前
の
横
穴
墳
群

等
が
あ
る．
蓋
し
原
史
時
代
の「
石
城」
の
國
は
上
記
古
墳
の
分
布
線
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う。

此
地
の
和
名
抄
郷
名
は
十
二
延
喜
式
紳
祉
は
七
以
て
上
代
に
於
け
る
登
逹
の
度
を
推
測
す
る

に
足
る。
仁
井
田
川
と
大
久
川
と
の
間
に
は
砂
岩
丘
陵
が
起
伏
重
曼
し
て
居
るギ
大
久
川
の
海
に

入
ら
ん
と
す
る
所
西
南
面
せ
る
丘
上
に
一
個
の
圃
墳
を
見
る‘
浅
見
川
を
越
え
て
木
戸
川
に
至

れ
ば
洪
積
層
の
壷
地
沖
積
層
の
小
平
原
を
擁
し
て
原
史
時
代
に
於
け
る
相
営
の
痰
逹
の
朕
を

示
す‘
双
葉
郡
木
戸
村
大
字
山
田
岡
字
名
古
屋`
同
村
大
字
小
塙
字
上
ノ
原
横
穴
墳
群、
大
字
前
原

字
田
中
内
墳
趾
大
字
北
田
の
闘
墳
群
及
横
穴
墳
群
等
が
あ
る‘
木
戸
富
岡
の
間
に
も
海
に
迫
る

丘
陵
が
あ
る、
富
岡
川
の
河
口
佛
濱
に
ニ
ヶ
所
の
横
穴
墳
群
が
あ
b．
上
岡
村
大
字
本
岡
字
社の
小

屋
に
は
王
塚
と
よ
ぷ
圃
墳
が
あ
る、
熊
川
を
渡
れ
ば
熊
町
村
大
字
夫
澤
鐵
道
線
路
附
近
に
一――
個

の
闘
墳
を
見
る，
夫
よ
り
北
進
し
て
新
111
村
に
入
れ
ば
こ
>
は
古
墳
の
密
集
地
帯
で
あ
る，
新
山

村
大
字
新
山
字・
消
戸
迫
横
穴
墳
群．
同
村
大
字
郡
山
字
塚
ノ
越
圃
墳
群
両
村
大
字
細
谷
及
び
小

澤
の
圃
墳
群
等
前
田
川
の
流
域
に
近
く
分
布
し
て
居
る、
前
田
川
と
請
戸
川
の
間
に
は
洵
抜
四

五
十
メ
ー
ト
ル
の
娠
灰
砂
岩
層
の
丘
陵
海
岸
に
突
入
し
各
所
に
横
穴
墳‘
を
見
る、
長
塚
の
地・
名

の
出
所
も
此
墳
群
に
存
す
る
で
あ
ら
う、
長
塚
村
大
字
長
塚
字
寺
内
前
字
北
田
の
横
穴
墳
大
字

鴻
ノ
草
字
岩
井
作
字
東
作
の
横
穴
墳
群、
大
字
澁
川
の
横
穴
墳
等
は
そ
の
煎
な
る
も
の
で
あ
る、

此
丘
陵
の
北
は
請
戸
川
の
沖
萩
平
原
で
あ
る誠
請
戸
川
の
支
流
高
瀬
川疇
泉
田
川
の
間
に
介
在
す

る
洪
積
層
の
壷
地
に
於
け
る
古
墳
を
艇
ぐ
れ
ば
浪
江
町
大
字
川
添
正
西
寺
を
続
る
圏
墳
群`
刈

野
村
大
字
下
加
倉
の
園
墳
群
等
で
あ
り`
正
西
寺
附
近
の
圃
墳
群
中
に
は
墳
丘
の
大
な
る
も
の

あ
り
て
藉
大
字
名
高
塚
の
出
所
を
示
し
て
居
る、
浪
江
町
の
東
北
に
は
幾
世
橋
村
大
字
北
幾
世

橋
圃
墳
群
刈
野
村
大
字
藤
橋
の
間
瑣
及
横
穴
墳
が
あ
．り．
浪
江
町
の
西
南
に
は
大
堀
村
大
字
酒

八�
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村
大
字
今
田
字
地
蔵
前
墳
趾
は ・
中
村
町
字
西
山
横
穴
墳
群
と

南
北
相
到
し ．

松
ヶ
江
村
大
字
小

泉
字
坪
ヶ
迫
字
根
岸 ．
字
山
田
の
横
穴
墳
群 、
同
村
大
字
本
笑
字
西
和
田
の
横
穴
墳
群
は
宇
多
川

の
北
岸
丘
陵
中
に
存
す
る ・
新
沼
浦
に
近
き
大
野
村
大
字
塚
ノ
部
に
は
ニ
ヶ
所
に一日
79
て
園
墳

が
あ
る ．
そ
の
大
字
名
塚
部
は ．
営
代
に
於
け
る
塚
部
の
部
民
の
居
に
得
た
る
も
の
で
あ
る
か
も

知
れ
ぬ ．
駒
ヶ
嶺
村
字
富
穴
前
横
穴
墳
群 ．
字
藤
綺
の
圃
墳 ・
新
地
村
大
字
小
川
字――
勿
渡
及
び
大

字
杉
ノ
目
字
中
丁
に
は
圃
墳
群
が
あ
b

ぶ入
字
大
戸
濱
に
は
横
穴
墳
群
が
あ
る
禍
田
村
大
字
埒

木
崎
字
埒
濱
圃
墳
は
本
縣
古
墳
の
分
布
線
の
北
限
を
な
す
も
の
で
あ
る ．
奥
野
川 ．
宇
多
川
の
流

域
が
原
史
時
代
に
於
て
特
殊
の
痰
逹
を
見
た
こ
と
は
如
上
の
古
墳
の
群
衆
と ‘

墳
丘
の
大
と ・
内

構
の
精
と
副
葬
品
の
優
と
が
明
白
に
こ
れ
を
證
撮
立
て
>
嘗
代
の「
浮
田」
の
國
の
繁
榮
を
表
示

し
て
居
を
此
地
域
の
和
名
抄
の
郷
名
は
十 ．
延
喜
式
紳
祉
は
九
と
い
ふ
敷
字
で
あ
っ
た 。

本
縣
の
各
徘
に
就
き
て ．
古
墳
の
敷
最
を
検
す
る
に
海
岸
帯
に
於
て
最
も

密
布
の
朕
を
見
る ．

こ
れ
確
に
嘗
時
に
於
け
る
民
居
の
敷
の
他
の
そ
れ
に
比
し
て
卓
越
せ
る
を
示
す
も
の
で
あ
る ．

そ
し
て
そ
の
民
居
の
密
な
る
を
致
し
た
の
は ．
海
岸
地
帯
の
構
造
が
頭
初
に
述
ぺ
た
る
如
く

丘

陵
平
原
交
互
に
相
並
び
隧
所
に
後
丘
前
耕
日
射
と

水
利
と
を
併
有
せ
る
地
域
を
展
開
し ｀
そ
の

!

.
1
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伊
香
字
高
野
里
圃
墳
及
び
同
村
大
字
憂
宿
字
上
ノ
原
圃
墳
群
は
久
慈
川
の
西
岸
段
丘
上
に
存

ト
n

ヨ

し ．
常
泄
盆
地
の
中
に
は
常
豊
村
大
字
常
世
北
野
字
赤
坂
に
横
穴
墳
が
あ
る ．
近
沖
村
大
字
双
ノ

平
字
原
前
圃
墳
同
村
大
字
寺
山
字
豊
岡
及
び
大
字
流
の
横
穴
墳
群
は
久
慈
川
の
東
岸
に
両
村

n
ハ

シ・
ヽ

ヅ

大
字
塚
原
字
強
消
水
字
森
ノ
上
闘
墳
群
は 正
共
西
岸
に
在
る ｀
久
慈
川
は
砂
金
の
産
地
で
あ
b ．

水

ヅ

ヅ

コ

ワ
ケ

源
地
の
入
溝
山
に
は
延
喜
式
八
溝
山
紳
祉
あ
b ‘

山
麓
に
は
都
々
古
別
紳
祉
が
奉
媒
-せ
ら

れ
た

高
野
仮
上 、
常
泄
の
和
名
抄
郷
名
を
有
し
て
小
厖
域
の
割
合
t
上
代
の
登
逹
を
致
せ
る
所
以
の

基
礎
は
古
墳
時
代
に
於
て
形
造
ら

れ
て
居
た
こ
と
を
示
し
て
居
る ‘
常
陸
よ
b

奥
州
に
入
る ‘
官

ウ
マ
ヤ

逍
も
此
の
地
に
開
け
て
長
有
の
騨
の
名
を
止
め
た 、
更
に
眼
を
轄
じ
て
阿
武
隈
川
上
流
の
地
を

一
三

沿
ひ 、
西
白
河
郡
は
那
須
火
山
の
裾
野
の
東
面二 ．
武
隈
縦
谷
に
至
る
の
間
に
位
置
す
る 、
東
白
川
郡

は
久
慈
川
を
以
て
常
陸
の
國
に
聯
絡
し

両
I

白
河
郡
は
毛
野
の
國
に
接
綬
し
て
共
に
白
河
の
名

を
以
て
汎
稲
さ
れ
た
賑
域
で
あ
る 書
ま
づ
久
慈
系
の
古
墳
を
學
ぐ

れ
ば
面↑
白
川
郡
高
城
村
大
字

本
縣
中
央
地
徘
の
南
限
に
東
白
川 ・
西
白
河
の
郡
名
を
存
す ．
東
白
川
郡
は
久
慈
川
の
地
溝
に

生
層
の
破
壊
混
和
の
沖
積
に
成
b

お
の
づ
か
ら
沃
土
た

耕
地
の
多
く
は
第
三
紀
雇
中
生
層
古

ら
う 。

其
野
川
流
域
請
戸
川
流
域 ．
鮫
川
流
域
は
そ

ら
し
め
た
こ
と
が
そ
の
主
因
を
な
す
で
あ

で
あ
る ｀
ま
た
氣
温
の
幽
海
産
物
の
貼
に
於
て
中
央
會
沖
の
二
需
に
比
し
て
恵

の
尤
な
る
も
の

ま
れ
て
居
ぢ
ま
た
海
岸
汀
線
に
砂
鐵
の
産
の
多
か
っ
た
こ
と
な
と
も
此
地
の
上
代
の
開
痰
を

探
る
上
に
於
て
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ら
う 。

第
三
章

中
央
帯
古
墳
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四

見
れ
ば
古
墳
は
西
白
河
郡
白
河
町
以
東 、
大
沼
村
式
個
村 ｀
釜
子
村 ．
吉
子
川
村 、
石
川
郡
澤
田
村
等

川
の
雨
岸
段
丘
及
び
そ
れ
に
連
接
せ
る
丘
陵
の
各
所
に
群
在
し
て
居
る ‘
白
河
町・
字
風
稗
山
東

ク
ラ
ペ
イ
シ

の
横
穴
墳
大
沼
村
大
字
大
字
岩
倉
横
穴
墳
群 ｀
五
個
村
大
字
双
石
字
六
本
木
霊
形
墳 ｀｛子
廣
久
保

7
ナ
ク

トチ
モ
ト

横
穴
墳 、
同
村
大
字
舟
田
字
中

道
瓢
形
墳
大
字
借
宿
字
西
原
圃
墳 ‘
釜
子
村
大
字
栃
本
圃
墳
群 ギ
大

字
千
田
字
下
原
瓢
形
墳 、
太
字
孫
八
字
西
ノ
内
圃
墳 、
大
字
形
見
字
岩
崎
闘
墳 、
大
字
深
仁
井
田
字

天
上
林
墳
趾
吉
子
川
村
大
字
二
子
塚
瓢
形
墳 ‘
及
横
穴
墳 、
大
字
吉
岡
字
向
山
圃
墳
群
石
川
郡
澤

田
村
大
字
赤
初
圃
墳
群 、
大
字
新
屋
敷
字
大
段
瓢
形
墳
及
び
闘
墳
群
等
で
あ
互
こ

れ
ら

古
墳
の

所
在
地
が
彼
の「
白
河」
の
古
國
の
跡
と

見
る
べ
く ‘

殊
に
五
個 ．
釜
子 ｀
澤
田
の
墳
群
に
は
墳
丘
の
雄

な
る
も
の
が
あ
る 、
ま
た
祉
川
方
面
に
は
白
河
の
開
に
近
き

古
闊
村
大
字
番
澤
字
原
の
闘
墳 ‘
金

山
村
大
字
金
山
字
鶴
子
山
ぶ子
瀬
戸
原
圃
墳
群 、
大
字
高

木
の
墳
趾 、
小
野
田
村
大
字
大
田
輪
の
横

穴
墳●
群
石
川
郡
浚
川
村
大
字
瀧
輪
字
裏
山
圃
墳
群
等
が
あ
る 。
阿
武
隈
川
の
支
流
泉
川
の
上
流

に
は
西
白
河
郡
川
崎
村
大
字
踏
瀬
字
観
昔
山
の
横
穴
墳
群
が
あ
る 。
太
平
洋
に
注
ぐ

鮫
川
の
上

流
阿百
武
隈
山
系
の
中
央
部
に
嘗
る
東
白
川
郡
宮
本
村
大
字
山
上
字
宮
ノ
前
闘
墳
群
の
存
在
は ．

本
縣
海
岸
帯
中
央
帯
の
常
代
に
於
け
る
交
通
闊
係
を
指
示
す
る
も
の
で
本
縣
の
古
墳
分
布
上
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を
算
し ．

延
喜
式
神
祉
は
七
祉
を
有
す ‘
而
し
て
原
史
時
代
以
後
奈
良
朝
平
安
朝
に
か
け
て
中
央

帯
随
一
の
隆
盛
を
致
し
た
之
は
古
墳
分
布
の
数
薙
よ
b

推
し
て
常
然
の
蹄
結
と
思
ふ ‘
祉
川
の

キ
ク
ス

北
須
川
と

合
し
て
阿
武
隈
川
に
入
b

北
流
す
る
と
こ
ろ
石
川
郡
野
木
澤
村
大
字
中
野
字
悪
戸

闘
墳
は
川
の
東
岸
に
西
白
河
郡
三一
稗
村
大
字
明
新
字
沼
和
久
横
穴
墳 、
字
座
頭
の
圃
墳
群 ．
大
字

稗
田
字
戸
ノ
内
圃
墳
大
字―――
城
目
字
横
山
圃
墳
群 ．
字
弘
法
山
の
横
穴
墳 、
字
塚
ノ
越
墳
趾
は
川

の
西
岸
に
石
川
郡
泉
村べ
大‘
字 ｀
小
高
字
大
隅
平
圃
墳
群
及
横
穴
墳
同
村
大
字
中
里
稲
蕨
ヶ
岡
圃 ．

墳
群 、
大
字
龍
崎
横
穴
墳 、
川
東
村
大
字
田
中
字
東
館
闘
墳
群
字
入
ノ
窪
横、
大
墳
群 ．
大
字
市
ノ
開

字
前
田
瓢
形
墳
大
字
下
小
山
田
字
北
ノ
内
圃
墳
群
は
小
甕
江
村＇
大
字
躙霊，
田
の
境
界
線
に
っ
ゞ

き
大
字
堕
田
字
大
草
の
方
形
墳
ギ
大
壇
の
馴
墳 ．
大
字
堤
字
前
原
園
墳
群
等
は
共
に
川
の
東
岸

に
存
し 、

岩
瀬
郡
濱
田
村
大
字
前
田
川
字
大
塚
圃
墳 ．
字
伏
見
横
穴
墳 ．
大
字
和
田 ，
大
佛
横 、
穴
墳 ．
字

ェ
・

モ
チ

蝦
夷
穴
圃
墳 ‘
大
字
濱
尾
字
兜
塚
園
墳 、
石
川
郡
小
噛
江
村
大
字
江
持
横
穴
墳
は
川
の
西
岸
に
配

列
す ．
此
雨
岸
古
墳
の
密
集
蔦
域
こ
そ
上
代
の「
石
背」
の
國
で
あ
っ
た
ら
う 。

秤
迦
堂
川
の
支
流

*f
 

江
花
川
の
浩
岸
に
岩
瀬
郡
拌
衝
村
大
字
横
田
の
横
穴
墳 ．
栢
田
村
大
字
保
士
原
字
保
士
塚
閥
墳

特
に
注
意
を
変
す
る
も
の
で
あ
る 。

白
河
は
和
名
抄
郷
名
久
慈
川
筋
の
三
郷
を
加
へ
て
十
七

一
六

△墳有● ---— 
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一
九

で
あ
る ぶ｛女
積
洪
積
壷
地
を
横
流
す
る
南
川
と

逢
瀬
川
の
中
間
地
域
に
は ぶ
｛女
積
郡
大
槻
村
の
古

墳
群
が
あ
る 玉｛子
大
槻
字
愛
宕
東 ．
字
室
木 、
字
蝦
夷
壇
等
に
散
在
し

北
に
は
富
田
村
字
天
神
南 、
片

平
村
字
庚
壇
原
の
群
墳
が
あ
る 紺
怖
原
川
の
奥
に
は
三
和
村
大
字
鍋
山
圃
墳
群
が
あ
る 、
阿
武
隈

川
の
蛇
行
す
る
袂
の
中
に
郡
山
市
大
字
横
塚
字
前
田
の
園
墳
が
あ
b ‘

富
久
山
村
大
字
幅
原
字

陳
場
に
園
墳
群
が
あ
る ‘
谷
田
川 、
大
瀧
根
川 砿
笹
原
川
逢
瀬
川
の
阿
武
隈
川
に
合
す
る
所
叫
3

の
地

ア

ナ
ガ

．

域
に
上
代
の「
阿
尺」
の
國
は
成
b

立
っ
た 。

安
積
の
和
名
抄
郷
名
敷
は
八 、
延
喜
式
紳
祉
数
は―――

で
あ
る 。

阿
武
隈
川
小
和
瀧
橋
の
附
近
田
村
郡
逢
隈
村
大
字―――
丁
目
字
平
に
墳
趾
が
あ
b ‘

此

慮
を
東
に
二
里
を
煕
つ
る
同
郡
御
木
澤
村
大
字
平
澤
海
抜
三
百
四
十
メ
ー
ト

だ
の
位
置
に
圃

墳
が
あ
る 、
古
墳
時
代
の
開
痰
此
地
勁
に
及
べ
る
は
最
も

異
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る 。

郎
山
の
麓
を
流
る
A

安
逹
太
郎
川
杉
田
川
の
流
域
が
原
史
時
代
に
於
て
相
常
の
開
痰
を
見
た

，
こ
と
は
妥
逹
郡
本
宮
町
愛
宕
山
上
の
闘
墳 、
字
南
ノ
内
圃
墳
群 ．
玉
ノ
井
村
字
薄
黒
内 ｀
字
大
壇
の一

闘
墳
群
大
山
村
大
字
大
江
字
二
子
塚
瓢
形
墳
ぶ子
山
崎
後
圃
墳 、
大
字
柄
山
字
苗
松
山
横
穴
墳
群 ｀

杉
田
村
大
字
北
杉
田
字
落
合
闘
墳
等
の
遺
存
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
朋
白
で
あ
る
？

阿
武
隈
川

の
東
岸
和
木
澤
村
大
字
高
木
に
墳
趾
が王
あ
る ．
阿
武
隈
川
が
郡
内
大
平
村 ．
上
川
崎
村
々
界＇
に
於

て
東
折
し
て
阿
武
隈
山
地
に
突
入
し ．
移
川
共
他
の．
水
流
を
集
め
て
北
行
す
る
所
二
里
の
東
に

針
道
村
字
上
ノ
内
ぶ子
壇
ノ
平
の
圃
墳
群
が
あ
る ．
是
よ
り

北
は
信
逹
の
地
で
あ
る ．
信
夫
郡
平
田

村
大
字
平
石
字
石
名
坂
圃
墳
群 ．
字
雷
電
前
墳
趾 ‘
杉
妻
村
大
字
伏
拝
字
利
十
屋
敷
闘
墳
群 ．
大
字

黒
岩
字
學
壇
闘
墳 ．
字
岩
山
横
穴
墳
大
森
村
大
字
永
井
川
字
八
幡
館
墳
賦
鳥
川
村
大
字
下
烏
渡

八
幡
塚
及
び
稲
荷
塚
闘
墳 ．
吉
江
田
村
大
字
方
木
田
字
稲
荷
塚
圃
墳 ．
渡
利
村
大
字
小
倉
寺
墳
趾 ，

岡
山
村
大
字
岡
部
字
大
壇
圃
墳 、
大
字
山
口
字
御
春
新
田
圃
墳
群 ．
等
阿
武
隈
川
泊
岸
一
里
以
内

の
地
に
分
布
す
る
こ
れ
よ
り ．

北
瀬
ノ
上
町
大
字
向
瀬
ノ
上
字
逍
田
圃
墳
群 、
伊
逹
郡
上
保
厭
村

字
内
山
圃
墳
群 ．
太
田
村
大
字
大
泉
よ
b

保
原
町
に
亘
る
圃
墳
群
は
阿
武
隈
川
の
東
岸
に
存
じ ．

伊
逹
郡
長
岡
村
大
字
長
岡
字
館
ノ
内
墳
趾 ‘
湯
野
村
横
穴
墳 、
伊
逹
綺
村
大
字
上
郡
字
地
根
木
山

訓
墳
森
江
野
村
大
字
塚
目
字
錦
塚
圃
墳 、
八
幡
塚
圃
墳 ．
藤
田
町
大
字
石
苺
田
字
硯
石
横
穴
墳
大

安
逹
太

に
古
墳
の
密
集
を
見
る ‘
田
村
郡
守
山
町
大
字
御
代
田
闘
墳
群
ぶ入
字
細
田
字
向
原
圃
墳
群 ｀
谷
田

川
村
大
字
谷
田
川
字
石
塚
圃
墳
高
瀬
村
大
字
小
川
字
下
田
の
横
穴
墳
群 ．
大
字
下
行
合
墳
趾
等

が
あ
る
ぶ^

字
栢
字
北
木
戸
横
穴
墳
は
繹
迦
堂
川
の
川
縁
に
開
口
す ．
ま
た
滑
川
流
域
に
仁
井
田

村
大
字
仁
井
田
の
墳
趾
が
あ
る ．
阿
武
隈
川
を
北
に
進
め
ば
谷
田
川
の
合
流
地
貼
が
あ
る ．
こ
>
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二
乃
至一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

乃
至
ニ
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

四
乃
至
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

石

礫
合
計

-
0
ミ
lJ
メ
ー
ト
ル
以
上

-
0
乃
至
八
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

0 、
二
五
七

゜

原
土
中
細
土
ノ
百
分
率

一`
乃
至
0 、
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

1
0
0
、

0
0

細
士
百
分
中
組
成
分0 、一

四
三

三 、
ニ―
0

゜

六
乃
至
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

。

八
乃
至
六
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

゜ ゜ 。

二
1

粒

径

洗
漁

分

析

壊

土

信
夫
郡
渡
利
村
士
壊
分
析
成
績
表

゜

ニフ 枝
村
大
字
西
大
枝
字
王
壇
圃
墳
等
は
阿
武
隈
川
の
酉
岸
に
位
置
す
る
以
上
古
墳
の
分
布
線
郎

ち
上
代
開
疲
線
が

i

上
代
の
所
謂「
信
夫」
の
國
で
あ
る ｀
和
名
抄
の
郷
名
は
八
と
云
ふ
敷
字
を
示
し

て ．
安
積
會
津
と
匹
敵
し
て
居
る ．
拓
地
面
積
小
に
し
て
同
等
の
人 ．
煽
密
度
を
保
持
し

得
た
の
は

奮
の
ん〈
山
岩 ．
第
三
紀
層
各
種
の
岩
石
の
需
爛
に
成
る
士
壊
を
流
下
し

来
b
て
此
陥
落
盆
地
に ‘

沖
積
し

地
味
の
肥
沃
な
る
平
野
を
つ
く

っ
た ．
此
地
に
於
け
る
古
墳
時
代
の
痰
逹
の
因
は
こ
れ

で
あ
り ．

有
史
後
に
於
て
窪
業
地
と
し
て
天
下
に
名
を
成
せ
る
理
由
も

亦
こ
A
に
あ
る
で
あ
ら

本
縣
中
央
帯
に
於
け
る
古
墳
は ．
阿
武
隈
川
を
中
心
に
雨
岸
二
里
以
内
の
地
に
帯
朕
を
な
し

て
密
布
し
て
居
文
支 ，
流
方
面
は
存
外
稀
薄
で
あ
る ．
こ
れ
に
よ
b
て
人
文
開
登
線
を
辿
れ
ば •
お

の
づ
か
ら

上
代
各
國
郡
の
中
心
地
黙
も 、
そ
の
交
通
路
線
も

察
知
し

得
ら
る
A
の
で
あ
る 電
而
し

て
阿
武
隈
山
系
と
阿
武
隈
川
と
は
豊
富
な
る
天
然
資
源
を
蔵
し
て
上
代
人
文
の
開
後
を
促
し

つ
ゞ
あ
b
し

宜
朕
を
考
査
し
て
我
等
は
無
限
の
興
味
を
戚
す
る
の
で
あ
る 。

天
悪
の
多
大
で
あ
っ
た
故
で
あ
ら
う 。

阿
武
隈
川
は
そ
の
流
域
地
方
に
於
て
花
闊
岩 、
共
他
新

二
0



＇，加

里

苦

土

石

灰

酸
化
マ
ン
ガ
ン

酸

化

鐵

水
分（
風
乾
土
百
分
中）

燃
灼
ノ
際
消
失
七
シ
分

炭
索（
腐
植
物
ト
シ
算
ス）

碕

全

窒

素

堕
酸―一
不

嘉

誓

堕
酸＝
溶
解
七
シ
珪
酸

炭
酸
曹
逹二
溶
解
セ
シ
珪
酸

珪

酸

合

計

棘

，
＇，
土

牛
酸
化
鐵

成

分

0 、
0
五
乃
至
0 、
0一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

0 、
五
乃
至
0 、
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

0 、
二
五
乃
至
0 、ー
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

0
2．
乃
至
0 、
0
五、ベ
リ
メ
ー
ト

ル

09,
0
五
乃

至
0 、
O
l.
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

0
6-9
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
下

原
土＿＿

蔚
ス
ル
細
微
土
ブ
百
分
李

細
土
二
封
ス事
ル
同
上

化
學
的
分
析

0 、
0一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
下

0 、一
乃
至
0 、
0
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

八 、
五
二
六

0 、
五一
九

〇 、
七
六
四

0 、
二
三
四

，旦

0 、
八一
五

．
，
＼
，

 ．．
 

ヽ

し
し

―
―
ブ
ブ

·
-

J .
 

0 、
三
六
八

-

．

 

二 、
九
八
九

二 、
七
0
ニ

〇 四 四. •• ヽ ・， ヽ- · :.__ ｀六
五．七 ＇ 八・
九 4z ：・七

七 、
六
三
四

―
-

、
九
七

九 、
jニ
ニ
丸

一
三 、
0
九
九

九、
0
八

八 、
0
六

べ`

、
9·

:＇ J
t
ì

ふ

六
五
‘六
七
八

六 、
二
八
七

五、
六
三
〇

八 、
八
二
九

墨
晉
分
率

乾

燥

士

土

九
六 、
三
八

九
六 、
三
八

二
五、一
六

9
,

 

二
三 、
九
八
二

，
・
ニ
四 、
二
五
二

細
徴
士
百
分
中

紐
成
分

二―
ユニ
八
九

ニ
四、
八
八
三

―
二 、一
三
五

三、
八
二
九

0 、
二
四
八

三 、
三
三
八

三 、
0一
七

o\I.
 l

 

J

二

0 、
五
八一

«
•
`
'
,

 

0 、
八
五
四

A
 

0 、
二
六
ニ

五
八 、
八
0
五

0 、
ニ
ニ
四

八 、
三
五
三

0 ‘1
01
 

九
二 、
ニ
マ八

0 、
三
四
八

―
二 、
七
五一

一
六 、
四
三
〇

―
一

、
六
九
五

一
五、
八
三
六

0 、
二
五
乃
至
0 、一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

0 、
五
乃
至
0 、
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

二
0 、
iハ一
五

二 、
五
六
四

容
稜
百
分
率

粗

土

五 、
五
八
九

密



水
分（
風
乾
土
百
分
中）

秘

J:t 

聾

二 、
八
二
八

二

五

0 、
九
二
八

頂
量
百
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル

九
三 、一

一
四
六、
0

一
、

四
七
八

比

重

=- 、
iハ
七
三
五

0 、
0一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
下

ニ
ニ ．
五
七
九

二
五 、
四
0
八

0 、
0
五
乃
至
0 、
0一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

0 、一
乃
至
0 、
0
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

一
四、
七
四

0 、
二
五
乃
至
0 、一
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

窒
素
吸
牧
係
敷

理
學
的
試
験
の
成
績

細
微
土
理
學
的
組
成
分
百
立
方『七
ン
チ
メ
ー
ト

ル
』
中『
グ
ラ
ム
』

二
二 、
三
二
七

1
0 、
八
八
八

二
三 、ー
ニ―

一
七 、
0
七
五

0 、
五
乃
至
0 、
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル

Lヽ

L

-
j
-
j
 

0 、
0
九
八

五 、
0一
四

粒

径

塚
充
ノ
度

土

ニ
四、
0
九
三
八

燐
酸
吸
牧
係
数

一
四
三 ‘1
0
六
Ji

燐

酸

。 べ
0
八
七
六

、 力n ,．9

里

0 、
二
四
こ
六

燐
酸
吸牧
彙
係
敷

同
上
原
土
中二
改
算
ス

一
四
三 、一
六
六
五

燐
・

カII .• 

酸 里

0 、
二
四
二
六

-‘
 

0 、
0
八
七
六

主
成
分
及
吸牧
韮
ヲ
細
土
中＝
改
算
ス

窒 燐
索 、 酸
吸 吸
牧 ＇ 牧
量 董

1
0
0『
グ
ラ
ム』
土
嬢
吸牧
漏『
ミ
リ
グ
ラ
ム』

珪

酸

四 、
九
三
八

0 、
0
七
ニ

三 、
七
二
〇

一
四
八 、
四
八
〇

三
li 、
三
七
四

五 、
四
ニ
ニ

隊

土

二 、

五 、
ニ
ニ
五

七 、
七
三
四

硫
酸
に
溶
解
せ
し

粘
士
成
分

梵石り

酸

燐 ＇ 曹

酸

0 、
0
九
五

逹

0 、一
六

0 、
l

四
九

0 、
0
八
五

0 、
六
四
五

ニ
四

0 、
二
三
四

0 、一
三
三

-
、

Q―
ニ



ょ
b

――
百
八
十
メ
ー
ト

第
四
章

盆
地
帯
古
墳

會
津
の
古
墳
は
総
設
に
於
て
述
べ
た
如
く ．

會
津
盆
地
の
周
縁
の
各
所 涵
海
抜―ー
百
メ
ー
ト

JV

炉
の
間
に
存
在
し
て
居
る ．
之
に
よ
っ
て
同
時
代
に
於
け
る
土
地
開
拓

の
貨
朕
も

略
推
定
せ
ら
る
＞
と
思
ふ ｀
そ
し
て
古
墳
分
布
の
密
度
は
盆
地
の
西
部 五
鶴
沼
川
と
阿

賀
川
の
合
流
地
励 ．
耶
廠
郡
艇
徳
村 ．
河
沼
郡
川
西
村
よ
b

大
沼
郡
高
田
町
附
近
に一
旦
る
地
域
に

濃
厚
で
あ
る
光
此
地
に
於
け
る
古
墳
分
布
の
朕
態
を
述
ぷ
る
に
営
っ
て
第
一
に
畢
ぐ
べ
き
は

耶
麻
郡
塵
徳
村
大
字
山
科
字
菓
東
の
横
穴
墳
群
で
あ
る 。

こ
れ
は
明
治
二
十
年
頃
狩
狼
闊
係

よ
b

穴
の
所
在
を
後
見
し
て
種
々
の
痰
掘
物
が
あ
っ
た ．
會
津
は
横
穴
古
墳
の
わ
け
て
も

貪
弱

な
る
所
で
あ
る ．
此
横
穴
の
調
査
は
會
津
の
古
墳
研
究
に
重
要
な
る
位
置
を
占
む
る
も
の
で
あ

っ
た
け
れ
ど
も
非
學
術
的
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
何
よ
b

の
遺
懺
で
あ
る 、
阿
賀
川
を

越
て
鶴
沼
川
の
流
域
を
見
れ
ば ‘
河
沼
郡
川
西
村
大
字
宇
内
の
圃
墳
群 、
同
村
大
字
大
上
の
皿
墳 會

炭
瀬
村
大
字
青
津
字
館
ノ
越
圃
墳
群 溢
新
館
村
字
森
前
圃
墳 鉗
坂
下
町
字
大
逍
闘
墳 、
八
幡
村
字
塔

寺
闘
墳
群
夭
沼
郡
新
鶴
村
大
字
佐
賀
瀬
川
墳
趾 、
同
村
干へ
字．
米
田
字
供
養
壇
圃
墳 ‘
字
永
尾
の
園

3-

水
分（
百
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
含
彙）

荻

’�

’ 

i 、
‘ ’ 
•9 

ヽ J

二
時
十
五
分
間

四
0
九 、
九
七

三 、
五
六
四

空ハ 、
五
〇
八

'， ．
I
 

9

、

四
五 、
七
八
六

四
0 、
九
九
七

（

＇

 

六
二 、
1ハ
八
0

二
五 、
五―
―

二
時
三
十
分
間

二
五
五 、一
―

二
七

孔容
水
量（
風
乾
土
百
分
中）

容
水
量（
百
立
方
七
ン
チ
メ
ー
ト

ル
含
鵞）

9"
 最

高
ノ
大
氣
透
通

最
低9ノ
大
氣
透
通

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ノ
高二
水
ヲ
吸
昇七
シ
時
間

一
ヘ
ク
タ
ー

ル（
凡一
町
歩）
ノ
面
積二
深
サ『
＋
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル』
中
水
ヲ
飽
和
シ
ク
ル
境
遇――
於
ケ
ル
水
及
大
氣
ノ

容
積

水
立
方
メ
ー
ト

ル ．

四
ニ―-
『
六
五

竺，．‘-
五

大
氣
立
方
メ
ー
ト

ル

二
六

四一
、

八
九一

9
9、

五 、
l

―
五

ヽ

四
七 、
四
八
〇9,

 

――!
0'".1
七

1,
-

9

,

'
 

＇
 

四
二 、
三
六
五

五 、
五
八
八



古
墳
時
代
の
登
逹
の
パ
ロ

九

縣
中
央
帯 、
海
岸
帯
と
比
較
し
て
同
時
代
の
會
津
の
開
登
の
不
振
で
あ
っ
た
事
を
思
は
せ
る ．
和

名
抄
郷
名
敷
八 ．
延
喜
式
誹
祉
敷―――
と
い
ふ
数
字
も

此
地
の
開
薇
闘
係
を
反
影
し
て
居
る
も
の

と
見
ら
れ
よ
う 。

然
ら
ば
こ
れ
は
何
に
原
因
す
る
か 。

會
津
は
四
方
山
嶽
を
続
ら
し •
そ
の
中

央
部
よ
b

東
部
に
か
け
て
周
園
十
七
里
の
猪
苗
代
湖
が
あ
る ．
そ
の
湖
の
水
は
落
ち
て
西
に
流

メ
ー
ク
ー
を
な
す ｀
古
墳
の
敷
量
は
全
く

貧
弱
で
あ
っ
て 、
こ
れ
を
本

ア
カ

ル

ti
ヒ

テ
ラ

方
墳
群
赤
澤
村
大
字
赤
留
墳
趾 ．
北
會
津
郡
門
田
村．
大
字
飯
寺
圃
墳 、
同
村
大
字
黒
岩
字
小
田
闘

墳
群
若
松
市
榮
町
字
西
分
闘
墳 ｀一
箕
村
大
字
八
幡
一
箕
山
上
圃
墳
群 ｀
耶
麻
郡
駒
形
村
大
字
金

橋
字
堰
上
園
墳
群 ．
同
村
大
字
中
屋
澤
字
七
ッ
壇
圃
墳
群
ぶ子
深
澤
圃
墳 ｀
喜
多
方
町
純
塚
圃
墳 ．
岩

月
村
大
字
宮
津 ．
字
宮
地
圃
墳
群 ．
等
で
あ
る ．
如
上
の
古
墳
の
位
置
の
す
べ
て
が
海
抜―ー
百
八
十

メ
ー
ト

ル
線
以
下
に
属
す
る
に
か
A
は
ら
す ．ー
つ
の
例
外
は
北
會
津
郡
湊
村
大
字
赤
井
谷
地

字
平
下
山
の
瓢
圃
墳
群
で
あ
る ｀
こ
れ
は
海
抜
五
百
メ
ー
ト

炉
線
を
突
破
し
て
居
る 。

以
上
は
會
津
全
部
に
於
け
る
古
墳
分
布
の
概
要
で
あ
る 奮
其
面
積
に
到
す
る
分
布
の
密
度
は

ど
う
し
て
も

稀
薄
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら

ぬ
11

會
津
温
故
拾
要
抄
所
載
の
も
の
は
徴
證
不

充
分
の
も
の
が
多
い

11

會
津
は
古
史
所
博
の
國
で
あ
る
け
れ
ど
も
lI

古
事
記
相
津
の
記
事
lI

● 9 . “ '9 · • 
．ヽ i99. ,·. ,..., 

、
9

＼ 

＇
 

f .
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メ
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川



っ
た
の 云
で
あ
る 。
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t·
 

4
9

ー

―
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れ
盆
地
の
水
と
山
地
部
の
水
と
を
合
せ
て
阿
賀
川
と
な
b ‘

越
後
山
豚
の
裂
綽
線
を
削
剥
し
て

越
後
に
出
で
H
本
海
に
注
ぐ ‘

會
津
盆
地
沖
積
原
の
成
立
は
國
境
山
地
に
於
け
る
海
抜
百
七
十

メ
ー
ト

JV

線
ま
で
の
水
蝕
作
用
を
條
件
と
す
る
が
故
に ．
原
史
時
代
の
會
津
盆
地
は
今
日
の
如

き
沖
猿
作
用
の
完
成
を
見
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と

息
ふ ‘
為
に
盆
地
の
中
央
部
は
祖
洵
の
温
地

多
く ．

耕
作
に
利
用
す
る
地
域
た
b

得
な
か
っ
た
の
で
河
沼
郡
笈
川
村
に
於
け
る
泥
炭
層
の
存

は
此
理
由
の
然
ら
し
め
た
の
で
後
代
の
河
水
の
汎
濫
に
よ
っ
て
埋
没
し
た
も
の
と
は
見
ら

れ

な
尺
會
津
の
古
墳
時
代
の
他
に
比
し
て
遜
色
あ
る
は
農
耕
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
地
域
の
今

一
層
縮
小
さ
れ
て
居
た
結
果
で
あ
ら
う ．
此
時
代
の
盆
地
が
沖
積
作
用
の
成
年
期

に
逹
し
て
得
な
か
っ
た
こ
と
を
想
は
す
る
も
の
近
代
に
於
け
る
阿
賀
川
が
會
津
四
境
の
水
最

ヵ
n

を
呑
流
し

得
す
し
て
盆
地
の
民
を
し
て
幾
度
か
大
洪
水
の
惨
害
を
嘆
た
し
め
つ
A
あ
る
の
で

も
推
し

得
ら
る
近
年
に
於
け
る
阿
賀
川
蛇
行
線
の
切
断
は
11

内
務
省
治
水
工
事
lI
こ
の
水
害

山
深
く
し
て
河
流
多
く

且
つ
湖
沼
に

富
み
先
史
時
代
の
柴
天
地
で
あ
っ
た
會
津
は ．
其
時
代
の
登
逹
に
特
殊
の
相
を
見
せ
て
居
る
け

れ
ど
も
原
更
時
代
に
あ
り
て
は
如
上
の
理
由
を
以
て
開
痰
の
差
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ら

゜

ニ
J

而
し
て
會
津
盆
地
原
の
耕
地
と
し
て
の
完
成
は
有
史
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
て

i

そ

の
後
幾
度
か
に
亘
る
越
人
の
移
住
の
刺
戟
を
受
け
て
此
地
の
文
化
の
花
は
咲
き
ほ
こ
る
に
至

を
緩
和
せ
ん
事
を
主
眼
と
し
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る 。

日
に
比
し
て

在
の
如
き
は
そ
の
證
左
で
は
あ
る
ま
い
か 。

盆
地
の
中
央
部
に
古
墳
を
見
る
こ
と
の
出
来
ぬ

0 



予
は
古
墳
の
分
布
朕
態
を
通
観
し
て
原
史
時
代
の
地
方
の
痰
逹 、
は 、
耕
作
に
最
も
有
利
な
る

條
件
を
具
備
す
る
土
地
の
大
小
廣
狭
と ．

共
地
に
於
け
る
天
然
査
源
の
分
蓋
如
何
に
よ
っ
て
定

.̀
o

り

る‘
•

'， 真

時
代
の
末
期
は
奈
良
朝
に
接
績
す
る
石
城
郡
磐
崎
村
大
字
西
郷
横
太
墳
奥
壁
に
佛
の
字
を
存

し ｀
相
馬
郡
小
高
町
大
字
印
名
の
横
穴
が
石
窟
佛
と

聯
結
す
る
の
現
象
に
よ
り
て
も
窺
知
し

得

ら ，
る
さ
れ
ば 、
予
が
古
墳
分
布
の
朕
態
を
基
礎 ．
と
し
て ｀
和
名
抄
郷
名
_上

奈
良
平
安
朝
に
1

旦
る
地

方
行
政
厖
劃
名
11
の
位
置
を
推
断
せ
る
は
相
嘗
な
る
學
術
的
根
搬
を
有
す
る
も
の
と

思
考
す

b
て
も
そ
の
文
化
相
に
就
て
飛
鳥 、
白
鳳
天
平
と

分
ち
得
る
け
れ
ど
も ．
此
地
に
在
b
て
は
原
史

面
に
あ
b
て
は
大
陸
文
化
の
移
植
受
容
に
幾
多
の
段
階
あ
b
て
原
史
時
代
後
有
史
時
代
に
入

横
穴
墳
は
薇
逹
し
な
か
っ
た 。

我
國
に
於
け
る
先
史
時
代
は
大
陸
文
化
の
刺
穀
を
受
け
て
徐

し
き

差
異
あ
れ
ば
横
穴
墳
の
分
布
は
貧
弱
で
あ
る 、
會
津
盆
地
帯
に
於
て
も
同
様
の
闊
係
に
て

々
と
し
て
共
幕
を
閉
ぢ
原
史
時
代
が
生
れ
た ．
先
史
時
代
の
文
化
に
於
て
異
彩
を
放
つ
た
此
地

域
も

原
史
時
代
の
文
化
に
於
て
は
有
力
な
る
大
陸
文
化
を
よ
b
よ
く
よ
b

早
く

受
容
す
る
便

盆
を
有
し
た
闊
西
方
面
に
比
し
て
著
し
く

遜
色
を
見
る
に
至
っ
た
の
は
無
理
も
な
尺
闘
西
方

に
安
山
岩
質
5
凝
灰
岩
の
稿
成
を
見
た
れ
ど ‘
こ
れ
は
岩
質
堅
く

海
岸
方
面
の
そ
れ
と
は
甚
だ

有
し
た
か
ら
で
あ
る 、
中
央
地
帯
に
あ
り
て
は
北
H
本
中
帯
火
山
豚
の
南
北
を
貫
通
し
て
各―
所

示
す
も
の
で
も
な
い 、
そ
れ
か
ら

殖
輪
を
伴
ふ
も
の
海
岸
帯
に
於
て
五
ヶ
所 ．
中
央
帯
に
於
て
一――

ヶ
所 、
會
津
に
於
て
は
一
ヶ
所
も

見
嘗
ら
ぬ 、
横
穴
古
墳
は
海
岸
帯
に
於
て
最
も
多
い 、
こ
れ
は
海

岸
地
の
丘
陵
が
海
成
段
丘
の
破
壊
に
成
b ．
そ
の
破
壊
崖
の
露
出
が
横
穴
墳
の
管
造
に
利
便
を

墳
丘
の
小
が
大
化
陵
墓
制
の
制
限
に
基
づ
く
も
の
で
も
な
く

必
す
し
も

古
墳
時
代
の
末
期
を

墳
丘
を
管
造
す
る
人
夫
の
不
足 ．
人
夫
を
使
役
す
る
強
制
力
の
徴
弱
な
る
の
然
ら
し
め
た
の
で

小
で
あ
る
ど
れ
は
そ
の
時
代
に
於
け
る
此
地
の
人
口
と
強
制
力
の
闊
係
で
あ
っ
て .
巨
大
な
る

で
な
い 、
こ
れ
を
近
畿
方
面
の
周
園―――
十
町
と
い
ふ
が
如
き

墳
丘
に
比
較
す
れ
ば
規
模
は
全
く

本
縣ー――
崖
系
の
古
墳
に
就
て
そ
の
型
式
を
観
察
す
れ
ば ．
封
士
を
有
す
る
も
の
A

多
く
は
圃

墳
で
あ
る 、
径
は
四
五
問
高
さ
六
七
尺
よ
り

径
二
十
間 、
高
さ
二
十
尺
程
度
の
も
の
で
あ
る ．
瓢
形

墳
は
数
全
證
を
通
じ
て
十―――
長
径
三
十
間
程
度
で
あ
る ．
方
形
墳
は
敷―二 ．
い
づ
れ
も

墳
丘
は
大

第

五

章

結
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甑

島

縣

古

墳

分

布

輻
島
縣
に
於
け
る
古
墳
分
布
の
朕
態
附
鋒

東
奥
の
天
然
査
源
に
向
つ
て

於
け
る
文
化
の
進
展
が
勢
財

覧

表

＊ 

な
彼
の
出
雲
の
國
吉
備
の
國
が
上
代
史
に
占
む
る
そ
の
高

．

ケ

ヌ

チ
・

ブ

．

．

 

所
大
な
る
べ

く、
大
和・
日
向．
毛
野`
秩
父
の
國
の
痰
逹
も
そ
の

源
の
涸
渇
を
来
た
し、
そ
の
財
源
の

跛
乏
を
補
ふ
べ

く
豊
富
な
る

樅
力
の
登
動
を
見
た
も
の
と
も
解
し
得
よ
う。

代
の
末
期
よ
b
奈
良
朝
平
安
朝
に
か
け

て
中
央
の
支
配
力
が
東
北
に
集
注
し
た
の
は`
中
央
に

藤
原
氏
の

榮
華
は
共
地
の
天

も
の
で
あ
る．
ま
た
原
史
時

有
す
る
天
然
資
源
を
背
最
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
北
に
於
け
る

然
資
源
を
見
す
し
て
は
説
明
し
得
ぬ
中
世
代
の
安
倍
氏
の
富
強．

き
位
懺
は
そ
の
砂
鐵
の
産
に
負
ふ

ま
る
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
を
得

一
四



同．

園
、

墳

同

横
穴
群

同

墳 �

址

同

横
穴
群

同

横
穴
群

同

横
穴
群

同

横
穴
群

同‘

圃
墳

同

園、
墳

横
穴
群

同

横
穴
群

同

園

墳

同 同

字
岩
崎

横
穴
群

圃

墳

横
穴
群

同

oo
墳

同

圃

墳

同

瓢

墳

園

坑

同 同

字
繹
迦
堂

字
飯
盛
塚

圃

培

園

墳

同

海
岸
帯
の
部

大
字
中
田
字
堰
下

石
城
郡
植
田
町
大
字
後
田
字
源
道
平

大
字
仁
井
田
字
月
山
下

大
字
佐
糠
字
豪

大
字
岩
間
字
塚
原

大
字
東
田
字
向
山

ス．
カ
ヒル

泉
村
大
字
下
川
字
須
賀
蛭

9、
ャ．／

字
畑
中

渡
邊
村
大
字
田
部
字
天
紳
下

玉
川
村
大
字

南富
岡
字
入
八
郷

マ

イ
シ

石
城
郡
玉
川
村
大
字
南
富
岡

字
箕
石

大
字
岡
小
名
字
君
ケ
塚

、

：
字
氷
押

大
字
大
原
字
餓
鬼
塚

｀
→
，
 ．
．

 字
石
田

ァ

イ
n
シ
マ

大
字
相
子
島
字
石
田

大
字
林
城
字
塚
前

ヵ
+'

大
字
金
成
字
前
田

グ
ン
ジ
ョ

ウ

大
字
岩
手
字
弾
正

圃

墳

同 同

錦
村
大
字
長
子

三

大
字
江
栗
字
鬼
越

横横
穴
群

‘.
 

穴

同 石
城
郡
勿
来
町
大
字
闘
田
字
闘
山

シヲn*

大
字
白
米
字
酒
井
原

闘
墳
群

横
穴
群

古
墳
分
布
一

覧
表

稲

類
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同
同 同 ・ 同 同

字
柳
町

横
穴
群

字
柿
ノ
目

横
穴
群

シ
モ

ウ
チ

大
字
中
山
字
下
ノ
内

字
宮
下

横
穴
群

大
字
小
泉

同 同

字
東
作

ヵ
，＂‘

大
字
上
高
久
字
帥
下

横 • 横 • 横
穴 穴
群 穴 群

横
穴
群

n

ガ

ヤ

字
小
査

ウ
シ
n
ロ
ベ
シ

石
城
郡
高
久
村
大
字
下
高
久
字
牛
轄

横
穴
群墳

oo
 

同 伺

横

穴

同 同

字
腰
巻

カ

ワ

ク

大
字
下
高
久
字
川
和
久

横
穴
群

圃

墳

同 同

大
字
沼
ノ
内
字
堰
ノ
上

カ
ペ
ヤ

ザ
ク

高
久
村
大
字
紳
谷
作
字
細
谷

園

墳

圃 ヤ 横

豊
間
村
大
字
豊
間

rら
八

字
柿
境

ア
ナ
ト

大
字
船
戸
字
八
合

大
字
久
保
字
大
宝・

李

類
疇
字
小
田
小
路

工

ナ

カ

ジa
→
ジ
＂

石
城
郡
江
名
町
大
字
下
神
自
字
武
城

セ
ン
ゾ
ク

字
千
速

大
字
永
崎
字
橋
手

横
穴

同

圃
墳
群

横
穴
群

回

墳

同

横
穴
群

同 同

横
穴
群

横
穴
群

同

字
九
反
田

横

群

．同 石
城
郡
磐
崎
村
大
字
西
郷
字
岩
崎

ヂ
ウ
ク

大
字
西
瑯
字
忠
多

湯
本
町

字
辰
ノ
ロ

大
字
闘
船
字
惇
作

ン
モ
フ
ナ
ヲ

磐
綺
村
大
字
下
船
尾

鹿
島
村
大
字
御
代
字
合
曹
子

横穴
群

同

横

穴

同

横

穴

同

横

穴

同

圃
墳
群

横
穴
群

同

ヲ
サ
マ
ゴ

磐
崎
村
大
字
長
孫

横
穴
群

入�



菱
葉
郡
久
ノ
濱
町
字
立ヱ

ッ
ク

大
字
末
綾
字
戸
ノ
内

同 同 同 同

大
字
戸
田

大
浦
村
大
字
上
仁
井
田
字
岸
前

回

墳

圃

墳

横
穴
群

横
穴
群

大
字
小
田
小
湊

横
穴
群

同 、 同

字
南
作

石
城
郡
大
野
村
大
字
玉
山
字
水
無
澤

‘̀•
ジ
ョ
ウ

字
御
城

闘
攻
群

横
穴
群

oo
墳
群

同

字
御
代
作

墳

址

同

字
作
ノ
内

キ
ダ
カ
ペ
ヤ

大
字
北
紳
谷
字
吉
ノ
作

横
穴
群

同

横
穴
群

，
同

圃

墳

同

字
高
橋

ウ
マ
マ
＾

リ

大
字
下
平
窪
字
馬
廻

マ
ノ
メ

草
野
村
大
字
馬
目
字
町
田

横
穴
群

同

oo
墳

大
字
中
干
窪
字
田
ノ
入

横
穴
群

同 同

字
富
岡

ス

カ
マ

字
酢
釜

園
墳
群

園
墳
群

大
字
小
谷
作

石
城
郡
平
窪
村
大
字
上
手
窪
字
横
山

oo
墳
群

．
同

横
穴
群

同

好
間
村
大
字
北
好
間
字
上
野

横
穴
群

同

圃
墳
群

同

大
字
内
町

横

穴

同 同

内
郷
村
大
字
高
坂
字
豪

墳

址

平
町

長
橋
町

横

穴

同

圃

墳

同

横
穴
群

同

大
字
谷
川
瀬
字
堂
ノ
入

夏
井
村
大
字
菅
波

荒
田
目
字
甲
塚

横
穴
群

石
城
郡
飯
野
村
大
字
南
白
土
字
大
作

横

穴

同

字
諏
訪
下

ィヒノ

ゴ
9
、
ウ
チ

仮
野
村
大
字
下
荒
川
字
五
里
内

園

墳

同

横
穴
群

四
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同 同

小
高
町
大
字
塚
原
字
諏
訪
ノ
原

園
墳
群

大
字
縞
岡

績
穴
群

大
字
泉
澤
字
浪
岩

植
穴
群

相
馬
郡
揺
浦
村
大
字
浦
尾
字
豪
ノ
上

ミ
ヽ

ガ
ヒ

大
字
耳
谷
字
山
澤

同

績
穴
群

墳

址

同

請
戸
村
大
字
請
戸

横
穴
群

大
字
加
倉
字
下
加
倉

呵
墳
群

同

横
穴
群 ‘

同

刈
野
村
大
字
籐
橋

圃

大
堀
村
大
字
酒
井
字
鎧
塚

圃

墳 墳

浪
江
町
大
字
川
添
字
南
大
坂

キ

ョ

＾
シ

曖
葉
郡
幾
世
橋
村
大
字
北
幾
世
橋

圃
墳
群

同

園
墳
群

大
字
澁
川

横
穴
群

同

字
東
作

横
穴
群

大
字
鴻
ノ
草
字
岩
井
作

横
穴
群

同

字
北
目

f、
•→

 
r
ノ

同

長
塚
村
大
字
長
塚
字
寺
内
前

横
穴
群

同

園
墳
群

同

字
小
澤

大
字
細
谷
字
沼
ノ
澤

圃
墳
群

上
岡
村
大
字
本
岡
字
坊
小
屋

ヲ
ツ
ト

ザ
＾

曖
葉
郡
熊
町
村
大
字
夫
澤
字
上
園
子
橋

新
山
村
大
字
新
山
字
清
戸
迫

大
字
郡
山
字
塚
ノ
越

同

師
墳
群

同

横
穴
群

圃
墳
群

同

圃

墳

同

字
西
原

横
穴
群

同

横
穴
群

同

横
穴
群

同

園
墳
群

同

墳

址

同

横
穴
群

同

木
戸
村
大
字
山
田
岡
字
名
古
屋

大
字
下
小
塙
字
上
ノ
原

ウ
チ

大
字
前
原
字
田
中
内

キ
ク

龍
田
村
大
字
北
田
字
新
田
東

ガ
ッ
ペ

リ

字
合
張

富
岡
町
大
字
佛
濱
字
録
田

様
穴
群

四―
1
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同 ：同 伺 同

字
大
窪

大
字
堕
ノ
崎

大
字
寺
内
字

紐

翡

占
県
野
村
大
字
横
手
字
榎
内

八
濠
村
大
字
紅
fEV
字
幻
町

ュ
ッ
ケ

シ

H
立
木
村
大
字
日
下
石
字
高
根
澤

大
字
小
山
田
字
戸
ノ
内

伺相
馬
郡
上
餌
野
村
大
字
小
池
字
長
沼

横 横 横 圃横 園
穴 填穴

穴 群 穴 群 墳

大
字
小
池
字
新
山

字
原
田

個横
穴
群 墳

同

字
西
原
田

横

穴

同

回
墳
群

同

oo
墳
群

同 同 同

高
千
村
大
字
泉エ

ク
リ
イ

冥
野
村
大
字
江
垂
字
高
田

oo
墳
群

疇
誓

横
穴
群

相
馬
郡
石
稗
村
大
字
牛
越
字
館
下

同

横

穴

横
穴
群

同

大
字
櫻
井
字
原
畑

同

原
町
大
字
上
澁
佐
字
原
畑

園
墳
群

同

園
墳
群

，＇
同

、.
＇‘

横
穴
群

大
字
上
太
田
字
後
田

同

oo
墳
群

字
西
作

同

字
豪
畑

oo
墳

同

園

墳

大
字
益
田
字
南
逍
坂

同

横
穴
群

同

字
高
林

積
穴
群

相
馬
郡
太
田
村
大
字
高
字
樅
現
壇

横
穴
群

園
墳
群

同

大
字
江
井

同

大
斐
村
大
字
大
斐
字
西
迫

横
穴
群

同

横
穴
群

大
字
吉
名
字
漆
原

同

横
穴
群

字
堂
林

ー
大
字：．

，

字
日
向

横
穴
群

横
穴
群

四
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西
白
河
郡
白
河
町

字
風
紳
山
東

ダイ

西
白
河
郡
大
沼
村
大
字
大
字
岩
倉

ク
ヲ
ペ
イ
シ

五
個
村
大
字
双
石
字
六
本
木

同 同

字
森
ノ
上

同

n
(

シ

ミ
ッ

大
字
塚
原
字
強
清
水

瓢

墳

横
穴
群

横
穴
群

圃
墳
群

圃
墳
群

同

大
字
寺
山
字
豊
岡

ナ
ガ
レ

大
字
流

横

穴

同

横
穴
群

同

ト
コ
ヨ

キ
ク
ノ

常
豊
村
大
字
常
世
北
野
字
赤
坂

ゾ
ウ

ク
ヒ
ラ

近
津
村
大
字
双
ノ
平
字
原
ノ
前

圃

墳

同

横

穴
'

←
名n

ウ
ヤ

ザ
ト

東
白
川
郡
高
城
村
大
字
伊
香
字
高
野
里

圃

中
央
帯
の
部

地

稲-

墳 ＇ 類

同

同

相
馬
郡
縞
田
村
大
字
埒
木
崎
字
埒
濱

同

字
大
壇

圃
'

墳

同

犬
字
大
戸
濱
字
北
中
破
壁
入

横
穴
群

薗
墳
群

： 伺

大
字
杉
ノ
目
字
中
丁

同 詞

’

字
藤
崎•

ク
シ

→―
 ニ

猜
渡

新
地
村
大
字
小
川
字

同 詞

駒
ケ
嶺
村
字
富
穴
前

同

大
野
村
大
字
塚
部
字
新
城
下

字
中
谷
地

同

字
山
田

同

字
根
岸

相
馬
郡
松
ヶ
江
村
大
字
小
泉
字
坪
ヶ

迫

同

松
ヶ
江
村
大
字
本
笑
字
西
和
田

， 同

薗
墳
群

圃
墳
群

横
穴
群

J
 

闘

墳

oo.‘
墳

薗
墳
群

横
穴
群

横
穴
群

横
穴
群

中
村
町

横
穴
群

字
西
山

同

飯
豊
村
大
字
馬
場
野
奎
輯
迫

同 同

横
穴
群

大
字
坪
田
字
上
高
松

大
字
今
田
字
地
蔵
前

同

械
穴
群

八
幡
村
大
字
成
田
字
高
松

拭 閥横
墳穴

址 群

ooI
瑣
群

四
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石
川
郡
泉
村
大
字
小
高
字
大
隅
平

同

字
塚
ノ
越

同

字
弘
法
山

横
穴
群

墳
．

址
横
穴

同〗

園
墳
群

同〗

圃’
墳

同

oo
墳
群

横

穴

同

園

墳

東
白
川
郡
宮
本
村
大
字
山
上
字
宮
ノ
前

oo
墳
群

石
川
郡
璃
川
村
大
字
龍
輪
字
哀
山

圃
墳
群

小
野
田
村
大
字
大
田
綸

横
穴
群

同

大
字
高
木

墳、
址

金
山
村
大
字
金
山
字
鶴
子
山

＊
ト
9^

字
瀬
戸
原

回
墳
群

同

oo
墳
群

圃
墳
群

大
字
新
屋
敷
字
大
段

石
川
郡
澤
田
村
大
字
赤
硝

圃瓢 OO
墳墳 墳
群 群

大
字
吉
岡
字
向
山

回
墳
群

同

字
ヒ
ト

塚

同 同

大
字
深
仁
井
田
字
天
上
林

吉
子
川
村
大
字
二
子
塚

一

瓢

墳

墳

址

西
白
河

同

園
墳
群

墳

址

同

セ
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